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片桐 麻里子 
 
1．自己紹介 
 都内の大学で政治・経済を専攻しています、片桐麻里子です。英語に関しては小学校入
学前から学習を開始し継続してきたため、中学 2 年生で英検準 1 級を取得しましたが、現
在は週に一度の大学の授業が唯一の英語が話せる機会となっています。 
 
2．応募動機 
 大学では学年が上がるにつれて英語で発言する機会が少なくなってきたため、英語と向
き合う時間を増やし実践的な英語力を向上させたいという思いから応募しました。ディス
カッションやプレゼンテーションを通して発信力を鍛えることを目的とした本プログラム
は、これから就職し社会人になる私にとって大変有意義に感じられました。いざ参加して
みると、落ち着いた話しやすい雰囲気の中で楽しく授業を受けられています。 
 
3．プログラムについて 

 今までオンラインで 3 回の授業を受けてきましたが、
第 1 回の授業前には埼玉親善大使委嘱式が行われ、写真
(左)の埼玉親善大使委嘱状をいただきました。大使とな
った参加者たちは約 5 か月間の任期への意気込みをそれ
ぞれ語りました。 
 今期の授業のテーマは“All for One and One for All”
で、ホフステードの 6 次元モデルのうちの「集団主義 VS
個人主義」というトピックに焦点を当て学んでいきま
す。日米間での集団あるいは個人としての考え方を比較
し、フィンドレー大学の学生とペアになりプレゼンテー
ションにつなげるという授業計画となっています。写真
(下)のように参加者は 3 人と少人数であるため必然的に

発言する時間が長く、回を追うごとにより活発な会話やディスカッションができるように
なっていると実感しています。 
 現地学生とペアになりプレゼンテーションの準備を進めるにあたっては、LINE でメッ
セージのやり取りをして Zoom でアイディアを出し合っています。トピックについて話し
合う際には、開始早々に本題に入ることができスムーズかつ率直にお互いの意見を交わす
ことができました。効率的にコミュニケーションを取っている点は、まず前置きがあって
から本題に入っていくことの多い日本との違いを発見できました。 
 



4．今後の取り組み 
 2 名の参加者とともに積極的にプログラムに参加し集団主義・個人主義についての考え
を深めていくと同時に、引き続き英語のスキルアップも目指していきたいです。また、埼
玉親善大使としての活動が開始されることも楽しみにしています。 
 
〈授業の様子〉 


